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日本の原発は地震の集中地帯に

M7以上の地震
地震は深さ50kmより浅いところで1900年以降に発生
したもの。米地質調査所のデータから。原発の位置国
際原子力機関（IAEA）のデータから

運転中の原発
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故障や操
作ミス

地震

事故原因 リスクの大きさ

地震で事故、故障や操作ミスよりリスク大

（確率論的リスク評価からイメージ）
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「われわれの知識と現実に起こる
ことの間には大きな溝がある。こ
んなに地震が起こる国で、原発を
造ること自体が間違いだ」

島崎邦彦・元原子力規制委員会委員長代理
2024年5月25日 金沢市で開かれた講演で
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能登半島地震でわかった

•海底活断層の連動予測に失敗
•最大４mの海底隆起
•海底の地震断層から約７km離れた内陸部に断層
が出現
•揺れの大きさの予測失敗
•避難計画の破綻

「知識と現実に起こることの大きな溝」

5

電力業界は海底活断層の連動想定に失敗
• 能登半島地震では左図のア、エ、キが連動。
• 北陸電力は「国による連動の評価を確認した上で
の当社としての連動の評価結果」と説明。

• 震源になった全長約150キロのうち、96キロ分の
連動しか想定できていなかった。

• なぜ失敗したのか、原因究明が必要。
• 他の原発は大丈夫か？

北陸電力の審査会合提出資料に加筆
https://www.rikuden.co.jp/shinsa/attach/kaihonsiryo231006.pdf

黄色部分が連動
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出典 産総研地質調査総合センターウェブサイトhttps://www.gsj.jp/hazards/earthquake/noto2024/noto2024-04.html
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内陸部で高さ2.2mもずれた断層が出現

国⼟地理院の速報https://www.gsi.go.jp/common/000254854.pdf
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志賀原発、震源断層から20km
離れていても想定超えの揺れ。

揺れの想定超えは、宮城県沖地震
（2005年）の際に東北電力女川原発
で初めて観測されて以来、志賀原発
（2007）、東京電力柏崎刈羽原発
（2007）、中部電力浜岡
（2009）、女川・東電福島第一・日
本原子力発電東海第二（2011）で起
きている。
 

揺れの大きさの想定失敗

https://www.nra.go.jp/data/000465120.pdf
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避難計画は画に描いた餅では？

石川県地域防災計画避難経路

原発事故で避難はできるのか

Ø 重大事故時の避難ルートに定めた１１
路線中７路線で通行止め

Ø モニタリングポスト１８か所欠測
Ø 可搬型MPもすぐに設置できず
Ø 家屋倒壊多数
Ø 奥能登の避難先は受け入れできず
Ø 『原発から5～30キロ圏内の緊急防護
措置区域（UPZ）で、少なくとも400
人以上が1週間にわたって孤立』（北
海道新聞2月16日）

原災指針の前提条件崩れる

10

家が壊れたら……
・家屋損壊が多く屋内退避は機能しないのでは
「家が壊れた場合には、近隣の避難所に行っていただ
くというのが多分対策だというふうに思っていますけ
れども、その避難所があるかどうかとか、あるいはど
ういう状況に道路がなっているかというところは我々
の範疇外」山中原子力規制委員会委員長（2024年2
月14日）

原発事故で避難はできるのか

11

屋内退避は絵に書いた餅
Ø避難も屋内退避も無理か
Ø放射線防護施設も損壊した場合、要支援者は？
Ø原発から5km以内（PAZ）と、5～30km圏（UPZ）で順次避難す
る計画は実効性があるのか

Ø避難計画の実効性は担保できる？
Ø原発事故時の避難計画は自治体の地域防災計画にヒモ付けで、内閣
府所管。原子力規制委員会は環境省。縦割りの壁で責任曖昧

原発事故で避難はできるのか

12
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能登半島地震では防護施設が破損
原発事故で避難はできるのか

2024年2月22日 新潟日報

北陸電力志賀原発30キロ圏内で、事故時に高齢者らが一
時避難する21の放射線防護施設のうち、能登半島地震で
６施設に損傷や異常あり。２施設は

13

誰が原子力防災業務を担うのか

原⼦⼒防災業務を担える⼈はいない
⽯川県原⼦⼒防災訓
練より
（北野撮影）

オフサイトセ
ンター参集で
きず

UPZは安定ヨウ
素剤配布できず

⾛⾏サーベ
イできず

可搬型MP設
置できず

避難バスは現
地に⾏けない

避難退域時検査
できず

住⺠への情
報伝達でき
ず

要配慮者へ
の対応は？

道路の復旧
誰がやる？

原発事故で避難はできるのか

14

原⼦⼒災
害

地震災
害

原発震
災

15

避難計画の破綻を見えにくくする
地域の地震予測の甘さ

石川県の想定
M7.0
全壊120棟
死者7人

石川県地域防災計画 地震災害対策編

実際の地震
M7.6
全壊7459
死者241人

気象庁推定震度分布図に加筆

位置も規模もはずした

16
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甘い想定①
・石川県は1997年度から揺れ想定を見直さず
石川県地域防災計画（地震災害対策編） M7.0
気象庁推定震度分布 M7.6

地震規模の予測 8分の１に過小評価

17

甘い想定②
地震と津波で想定Mや活断層が違う不思議
・石川県地域防災計画
（地震災害対策編） 最大M7.0
（津波災害対策編） 最大M7.66（2011年度改訂）
・2024年1月1日の地震
M7.6 最大震度7（志賀町、輪島市）
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能登半島地震で甘さが露呈
・石川県地域防災計画（地震災害対策編）
能登半島北方沖震源 M7.0
石川県の被害予想
輪島市 全壊115棟 死者2人 避難者1085人
珠洲市、穴水町、能登町 全壊各1棟（計3棟）
石川県全域 全壊120棟 死者7人 避難者2781人

実際の被害（石川県）
全壊8108棟 死者260人 避難者 最大4万688人

19

甘いのは石川県だけじゃない
福井県の地域防災計画は一部の
活断層だけ想定

主要活断層帯の概略位置図に加筆 地震調査研究推進本部

https://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/major_active_fault/

福井県地域防災計画（震災対策編・福井県震
災対策計画）で想定しているのは、地震本部
が評価済みの主要活断層帯の一部のみ
🔴敦賀断層 M7.2 前回11ー14世紀

🟡浦底ー柳ヶ瀬山断層帯 M7.2 前回不明

⭕野坂断層帯（津波だけ想定）
前回15ー17世紀
○三方断層帯 前回1662年

F53海底活断層（FO-A、FO-B、熊川断層）

20
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海底活断層F53を福井県は想定せず

• ↑ 日本海における大規模地震に関する調査検討会
• 国交省、内閣府、文部科学省（2014）

• 津波防災地域づくりに関する法律で津波想定を設定するた
め、断層モデルを設定

• ← 京都府地域防災計画 震災対策計画編は想定
• 震度予測にF53断層と原発の位置を加筆

21

5層目が弱いことがバレないように？
1. 異常の発生を防ぐ
余裕のある設計、点検や品質管理

2. 異常が起きても事故にしない
監視装置や原子炉緊急停止

3. 事故の拡大を防ぐ
ECCSや格納容器スプレー系

4. シビアアクシデント対策
フィルタベントなど

5. 住民を安全に避難させる

１ ２ ３ ４ ５

５層の深層防護

基
準
地
震
動

↑揺れの後には機能しない！
22

地図およびマグニチュードは北陸電力の規制委提出資料より

笹波沖断層帯 M7.6

羽咋沖西撓曲 M7.1

海士岬沖断層帯 M6.6

羽咋沖東撓曲 M7.4 

富来川南岸断層M6.4

邑知潟南縁断層帯 M7.6

連動 
M7.8

連動 
M7.6

眉丈山第二断層 M7.1  

※北陸電力は連動
をいずれも否定
している

福浦断層M5.7

酒見断層M6.6

KZ3・KZ4
連動 
M8.1

次の大地震は来ないのか？

碁盤島沖断層M6.0

兜岩沖断層M5.8

23

地震と原発

歴史をふりかえるとリスクがわかる

24
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地震調査研究推進本部
「日本の地震活動」から

プレートテクトニクス論が成立する以前に
多くの原発が立地を決めている

25

活断層が詳しく調べられたのは1995年以降

出典
産総研
活断層データ
ベース

26

そもそも想定活断層が少なかった
• 1997年時点で確認している活
断層の数が現状よりはるかに少
ない
• 邑知潟断層の過小評価
北陸電力 M6.3
地震本部 M7.6 （2005）

北陸電力の志賀原発2号機設置変更許可申請書より
（1997年）

27

浅い海底活断層の調査は2000年代後半から

関⻄電⼒HPから https://www.kepco.co.jp/energy_supply/energy/nuclear_power/anzenkakuho/taisaku/various_risk/jishin_kihon.html

28
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29
⼟⽊学会原⼦⼒⼟⽊委員会 1985年8⽉

土木学会による活断層つぶし

29 30

活断層の範囲拡大を妨害 電事連の裏工作
「特定委員をサポートし、（活
断層の評価期間が）5万年で十分
であることを主張していただく
が（電力意見は先生からのコメ
ントとして分科会提示予定）」
「既存発電所への影響も少ない
代案を検討し、同様に特定委員
から分科会で提示していただく
予定」
「活断層専門家の合意は必須で
あるため他委員への説明を並行
して実施」

耐震指針を検討する専門家ら
2006年8月 添田撮影

国会事故調p.469

31

断層モデルによる揺れ計算は1995年以降

断層モデルができたのは1980年代後半。それ
までは、地震は点で発生すると考えて、マグニ
チュードとその点からの距離から最大の揺れを
計算する経験式が使われた

https://www.pref.shizuoka.jp/_
res/projects/default_project/_
page_/001/058/903/04siryou
2.pdf

32
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建設時の揺れ想定は小さかった

単位：ガル

設置許可時 1993年
チェック

2006年
指針 2013年新規制基準

浜岡 450
（1970） 600 800 1200（１～４号）

2094（5号）

志賀 490
（1988） 600 1000

島根 300
（1969） 398 600 820

敦賀 368
（1966） 532 800 800

高浜 360
（1969) 370 550 700

33

2006年まで 2006年以降
設計で想定した揺れ 安全余裕

耐震性

想定地震動の引き上げ
2006年以降
2013年以降

2006年5⽉
添⽥撮影

安全余裕が減っている安全余裕が減っている

配管を補強している様子

34

島根原発の場合

35

地理院地図Vector に加筆

30km圏内人口46万人
全国3番目

島根原発

36
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1 島根県庁
2 島根県警察本部
3 松江市役所
4 松江赤十字病院

１23
4

中国電力島根原発

県庁所在地にある原
発
重要拠点がすべて
10km圏内に

島根原発

地図・空中写真閲覧サービ
ス（国土地理院）に加筆

10km

37

中⽥ほか（2008） 都市圏活断層図 松江第2版 国⼟地理院 に加筆

島根原発

原発から２km南に活断層

38

中国電力が否定して
いた場所に活断層見つかる

2006年8月
19日
松江市の活断
層発掘現場
添田撮影

39

広範囲で
震度６強
以上に

J-SHIS 地震ハザード
ステーションから

島根原発

県庁

40
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避難計画に実
効性がある
か、判断せず

広島⾼裁松江⽀部

朝⽇新聞 2024年5⽉16⽇朝刊

41

敦賀原発の場合
琵琶湖に近いのも
やばい

42

2004年
地震本部が
浦底断層を
活断層と認定

長さ35km
３m程度のずれ

43

敦賀原発 活断層隠しの歴史
• 1965年1月 １号機設置許可申請 「断層は死断層」
• 1979年3月 ２号機設置許可申請 「断層は死断層」
• 1980年 『日本の活断層』は断層を確実度Ⅲ（可能性がある）
• 1991年 『新編：日本の活断層』は浦底断層を確実度Ⅰ（確実な
活断層）に格上げ
• 2004年1月 地震本部「浦底断層は活断層」
• 2004年3月 3,4号機設置許可申請「浦底断層は活断層ではない」
• 2008年 日本原電が浦底断層を活断層と認める

44
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敦賀原発の活
断層トレンチ
調査

2006年4⽉27⽇
添⽥撮影

ブルーシートで隠
して見せなかった

45

（日本原電の活断層隠し）「犯罪に当たる」
あれは明らかに間違いですよね。地形学・地質
学の専門家がやったとすれば、犯罪に当たると
思います。

杉⼭雄⼀・産総研活断層・⽕⼭研究部⾨招聘研究員
2008年2⽉1⽇
原⼦⼒安全委員会 第２回地質・地盤に関する安全審査の⼿引き検討委員
会

46

46

• 炉⼼を通る活断層の図

読売新聞敦賀２号機 設置変更許可申請書 添付書類６

47

出典 地理院地図

敦賀３、４号機予定地にも活断層疑惑

48
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朝日新聞デジタル 2023年11月10日
https://digital.asahi.com/articles/ASRC96F5BRC8PLZU009.html?iref=pc_photo_gallery_bottom

49

•津波
•断層のずれ
•斜面崩壊
•地面の隆起
•内部溢水
•火災
•避難計画の破綻

揺れに他のハザードが加わり被害は拡大

50

Level7は、募金キャンペーンを始めます。その第一弾とし
て6月からオンラインイベントを開きます。どうぞご視
聴、そしてもしよろしければ、ご寄付お願いいたします。
前回は2018年8 月に200人を越える方々から支援いただ
き、2021年3月（事故10年）までの計画を実行するため
の資金をいただきました。あれから6年、少しずつ収益事
業を進めたり、個別の寄付をいただいたり、助成をいただ
いたりと努力してまいりましたが、ついに活動資金が絶え
ようとしております。7年後の2031年3月（事故20年）ま
で活動を続けるため、ぜひともご協力お願いします。
目標額、200万円！

寄付のお願い

51

レベル７、これまでの成果

52
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東電社内でやりとり
された電子メール

https://database.level7online.jp/items/show/56

53

研究者や報道にも活用されている

2023年3⽉出版

54

政府事故調、約2千ファイルの文書リスト

×120ページ

55

政府事故調の資料をもっと集めたい
政府事故調資料
内閣府が管理

年⽉ ページ数

2018年11⽉
調査収集リスト
（⽬録）を開⽰請求

12⽉ 開⽰ 120
2019年1⽉ 開⽰請求

4⽉ ⼀部開⽰ 449
2020年6⽉ 残り開⽰ 2061

7⽉ 開⽰請求
9⽉ ⼀部開⽰ 890

2023年1⽉ ⼀部開⽰ 3545
7⽉ 残り開⽰ 23214

56
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政府事故調のミーティング資料

57

政府事故調が隠していた重要文書

JNESが2593万円で外部委託した報告書
貞観地震について最新の４つのモデルで数値計算

https://database.level7online.jp/items/show/46

58

報告書に国の関与は全く記載なし

政府事故調中間報告 p.406

59

何が知りたいか
1.政府事故調は、適正な調査、報告をしたの
か。重要な事実（その後の裁判や情報開示で
明らかになったこと）を知っていたのに隠し
ていたのではないか。

2.これまで全く知られていない事実が隠された
ままになっていないか。

60
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九大・吉岡斉文書の調査

九州⼤学⽂書館の「吉岡⻫資料」。政府事
故調の⽂書を、こちらからも探りたい

https://www.kyushu-
u.ac.jp/ja/notices/view/2626

今後やりたいこと

61

電子書籍の英訳版を出す！
• 英訳

今後やりたいこと

62
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